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研究成果の概要（和文）：初年度は非発掘簡を用いた研究の基礎を固めるために、「辨僞学の確立」をサブテー
マとして多角的に検討し、十分な成果を挙げた。その結果、次年度のサブテーマ「非発掘簡の資料価値の確立」
につなげることができた。3年目のサブテーマ「出土資料を通した中国文献の再評価」においても十分な成果を
上げた。以上の多角的方法を駆使した研究を通じて、立体的で活き活きとした戦国秦漢時代を再構成することが
できた。こうした成果を踏まえて国際シンポジウム「Multi Discipline Approachによる新出土資料の総合的研
究」を開催し、『中国出土資料の多角的研究』（汲古書院）を刊行した。

研究成果の概要（英文）：In the first year of our project, for laying the foundations for the study 
of the unofficially excavated manuscripts in China, we set up "Establishing the Examination of the 
Authenticity of excavated Manuscripts" as the subtopic of our project, did research on such 
manuscripts from various angles. Consequently, we carried out the next suptopic "The Evaluation of 
the Unoffically Excavated Manuscripts" in the second year. We studied the third subtopic "The 
Re-Evaluation of the Chinese Classical Texts by the Excavated Materials" in the third year. Making 
full use of the various approaches for three years, we had reproduced the solid and vivid images of 
the Warring States Period and Qin-Han Dynasties. Based on these results, we held the international 
symposium "A Synthetic Study of the Latest Excavated Materials by the Multi-Discipline Approach," 
and published" A Diversified Study of the Chinese Excavated Materials"(Kyuko Shoin).

研究分野：中国哲学、印度哲学、仏教学

キーワード： 戦国秦漢時代　出土資料研究　北大簡　清華簡　上博簡
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
中国には考古学発掘によるほか盗掘など
非合法手段によるいわゆる非発掘簡がある。
その代表的なものは、上海博物館蔵楚簡・清
華大学蔵戦国簡・北京大学蔵漢簡などである。
それらの研究価値は、偽でないという前提条
件は附くものの、中国古代の歴史や思想、文
化、文字、言語、宗敎などについての研究成
果を更に深化させるうえで無視できない新
資料群である。しかし総じて新出土資料研究
にはこれまでとは異なる研究手法が求めら
れる。特にこれら非発掘簡については、真偽
判断基準を含めて再検討し、その科学的な研
究法を検証・確立する必要があった。 
 
２．研究の目的 
中国戦国秦漢時代の再構築を行う。 
「出土資料学」という学問ジャンルの高度
化 を 目 的 と し て 「 Multi Disciplinary 
Approach」の観点から、中国戦国秦漢期の出
土資料、即ち空間的には中国大陸の長江流域
とその周辺地域、時間的には紀元前４世紀か
ら紀元１世紀までのおよそ500年間における
新出土資料を対象とし、従来、漫然と行われ
てきた出土資料分析のあり方を再検討し、思
想史や社会史再構築の方法論を提示すると
共に、個々の資料を歴史の中に定位する作業
を通じて、未曾有の激動の時代を体験した人
間の精神的営みの真実に迫ることを本研究
プロジェクトの目的とする。即ち、具体的に
は上海博物館蔵戦国楚竹書、清華大学藏戦国
竹簡、北京大学藏西漢竹書等の研究である。 
 
３．研究の方法 
 以下を柱に、研究を推進する。 
①定例研究会の開催 
②国内外の研究者との学術交流 
③ホームページによる研究成果の情報発信 
④論文集の刊行 
 これらの研究活動を通じて、中国思想史
学・宗教学の Discipline としての長所であ
る文献の緻密で正確な読解の伝統、中国文
学・中国語学の戦国時代の文字統一以前の文
字を読み解く上では不可欠な要素である言
語学的な精密性、歴史学・考古学の文化、制
度、社会など広範囲に及ぶ豊かな研究蓄積な
どを総合して、従来の文史哲の枠組みを超え
た新たな「Multi Disciplinary Approach」
による研究を行う。 
 
４．研究成果 
初年度は、主として非発掘簡を用いた研究の
基礎を固めるために、「辨僞学の確立」をサ
ブテーマとして設定し、これをめぐって多角
的に検討を進め、十分な成果を挙げた。その
結果次年度のサブテーマ「非発掘簡の資料価
値の確立」につなげることができた。3 年目
はサブテーマ「出土資料を通した中国文献の
再評価」を掲げて十分な成果を上げた。以上
3 年間にわたる多角的方法を駆使した研究を

通じて、立体的で活き活きとした戦国秦漢時
代を再構成することができた。こうした成果
を踏まえて国際シンポジウム「 Multi 
Discipline Approach による新出土資料の総
合的研究」を開催し、『中国出土資料の多角
的研究』(汲古書院）を刊行した。 
 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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〔その他〕 
出土資料と漢字文化研究会 
http://mcm-www.jwu.ac.jp/~skproject/ 
本ホームページは、谷中信一（代表者）が行
った科研研究基盤 B「新出土資料を通してみ
た古代東アジア世界の諸相－漢字文化圏の
中の地域性－」（2008.4－2011.3）以来今日
まで、維持運営している。 
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